
【施設等の概要】

名称：関内農業研修センター
所在地：北海道伊達市東関内町63番地2
栽培品目：トマト、なす、きゅうり
問合せ：0142-82-3201
（伊達市経済環境部農務課農政係）

【取組の概要】

地域農業の持続的発展と地域活性化
を目的とし、新規就農者の確保と既存
農家の技術向上を図るため、令和５年
に関内農業研修センターを整備。
環境制御技術の実証・普及を目指し、
農研機構が開発した環境制御システ
ムを導入し６棟のビニールハウス（100
坪）を建替。
令和５年からの２年間、安価で導入で
きるDIY方式の環境制御機器を導入、
収量品質を高め生産性向上を図るた
めの技術を実証。
胆振地域の担い手確保のため、令和７
年から研修生を受け入れ、温度とCO₂
濃度を制御することにより光合成を促
進し、生産性が向上する技術を普及さ
せる予定。
万が一病害が発生した場合でも、１
バッグ単位での処置により病害の拡大
を防ぐようバッグ栽培に取り組んでいる。

スマート農業の推進

既設のハウスに環境制御システムを導入
－ 低コストで品質を高め生産性も向上へ －

関内農業研修センター（伊達市）

【今後の計画】

新規就農者が持続的な農業を実践できるよう、施設
栽培で必要な植物生理などの勉強会を実施したい。
農業者ごとの技術に見合う投資と費用対効果を検証
しつつ、農業者が儲けられる栽培方法を提案したい。

令和５年12月作成
北海道農政事務所札幌地域拠点

トマトのハウス栽培で問題となるのは、結露による裂
果と病害であるが、ハウス内の温度変化を１時間２℃
以内に制御することで結露の発生を抑え、裂果や病
害の発生も減少させることができる。
トマトのほか、きゅうり、なすの栽培で環境制御システ
ムを導入し、収量等の調査を実施中。（市内では10a
当たり収量が約25％上昇の事例がある）
加湿機やCO₂発生装置、自動換気装置などすべての
機器を連動させ植物に最も適した環境条件を整えた
ことで、最大限に植物の光合成を引き出すことに成功。

【取組の成果】

【CO₂濃度制御：CO₂発生装置】【温湿度制御：加湿器】

【バッグ栽培】

【環境制御システムを導入したハウスの内観】

※環境制御システム・・・光・温度・湿度・CO₂濃度・気流などを調整するシステム


